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1　本書は鹿児島県が文化庁の補助を受け， 「よみがえる『河口コレクション』の世界事業」 と呼称
する事業に伴う発掘調査報告書である。
2　高橋貝塚は，鹿児島県南さつま市金峰町高橋に所在する。
3　報告書作成（整理作業）は，鹿児島県教育委員会が事業主体者となり，鹿児島県立埋蔵文化財
センター（以下，全章にわたって「埋文センター」）が担当し実施した。
4　本文中での人名敬称は，河口貞徳氏を含め省略する。
5　本書は，これまで2 回にわたって実施された高橋貝塚の発掘調査の発掘調査記録写真集である。
遺物がパンケース 1,000 箱近くあり，本報告は令和 6 年度に計画している。河口コレクションとし
て収蔵・保管されている現場写真等の中から，発掘調査状況が理解できるように掲載する。
6　遺物写真は河口コレクションの 35 ㎜フィルムとして保管・データ化されている遺物写真のう
ち，状態のいいものをピックアップした。『九州考古学』 18 に掲載されたものと一致するものの
他、いくつかの集合写真があるが，投稿用に撮影したと考えられ，掲載された文献については情
報を収集中である。
7　このため，遺物写真は重複して撮影されたものがある。
8　発掘調査での写真撮影は河口貞徳が行ったものである。
9　本書の執筆・編集は堂込秀人が行った。
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　高橋貝塚は，鹿児島県南さつま市金峰町高橋に所在し，
万之瀬川の支流である堀川の右岸の砂丘内縁の河岸段
丘上にある貝塚である。貝塚は海岸からは2. 5kmの高橋
集落内の玉手神社の境内にあり，南側に参道・社屋が建
てられたために南側は削平されたものと考えられてい
る。標高10～11m に貝塚があり，周辺の水田からは比
高差約 7mである（第1図 )。もともとは楕円形状の丘
であったものが，畑地造成により南東・北西が地下げさ
れていると考えられる。
　発掘調査により高橋貝塚は南九州の弥生時代前期を
代表する貝塚で，弥生前期の高橋式土器の標式遺跡であ
り，出土するゴホウラなどから南海産貝交易の中継地と
して注目されてきた。
　高橋貝塚の発掘調査は，昭和 37 （1962）年 8 月に金
峰町教育委員会が調査委員会をつくり，河口貞徳らによ
り発掘調査され，調査期間は 8月 2 日（木）～8月12日
（日）とされるが，7 月 31 日（水）には河口らが現地
入りしている。8月 1日（木）から調査開始の予定であっ
たが，豪雨のため2 日からとなった。調査員として河口
貞徳，盛園尚孝，諏訪昭千代，出口浩，池水寛治， 上村
俊雄，辻正徳らと，高橋集落の方を人夫として，玉龍高
校生，田布施中生徒を加えて発掘調査を行った。
　昭和 38（1963）年 8 月は県教育委員会・金峰町教育
委員会の援助を得て河口貞徳らが調査した。調査期間は
8 月 15 日（木）～8 月 27 日（火）で，調査員として河
口貞徳，盛園尚孝，諏訪昭千代，出口浩，池水寛治，上
村俊雄，河野治雄，辻正徳らと，玉龍高校生，吹上高校
生，出水高校生らが参加した。その成果は 1 次調査が
1963年に早速『九州考古学』に発表される（河口 1963）。
出土土器については，1964 年に全国の弥生式土器を集
成し全国編年を示した『弥生式土器集成　本編1』に南
九州地域の第 I 様式として前期の土器として報告され
る（河口1964）。  1 次調査と 2 次調査と併せて，1965年
には『考古学集刊』で発表され，高橋 1式土器～高橋 4
式土器が設定され，高橋1式が板付1式に高橋2式は板
付2式に比定し，高橋3式は中期，高橋 4式は『弥生式
土器集成　本編 1』の南九州Ⅲ様式に該当するとした 
（河口 1965）。南九州地域の前期からの稲作の開始と鉄
器の使用が注目された。
　故河口貞徳が発掘調査した出土品・記録類等は，埋文
センターに平成 24 （2012） 年河口コレクションとして一
括埋文センターへ寄贈され，県教育委員会・埋文セン
ターで年次的に遺跡ごとの整理を行い，『山ノ口遺跡』・
『出水貝塚』・『上加世田遺跡』などの発掘調査報告書と

して刊行してきた。高橋貝塚の調査成果に関する資料や
遺物は本報告を含めて次年度に掛けて，2 次にわたる発
掘調査の調査成果をあらためて整理するものであり，本
報告書は発掘調査の様子を当時のま記録写真で紹介するも
のである。

第2節　整理業務と記録集の刊行業務体制
　発掘調査記録写真集作成に関する業務体制は，以下の
とおりである。
　〈令和5年度　業務体制 （整理作業）〉
事業主体　鹿児島県
調査主体　鹿児島県教育委員会
調査総括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　所長 　　　　　　　　　　　　中村　和美
調査企画　　総務課長　　　　　　　　　　荒瀬　勝己
　　　　　　調査課長 　　　　　　　　　　黒川　忠広
　　　　　　第一調査係長　　　　　　　　平　　美典
調査担当　　文化財主事　　　　　　　　　堂込　秀人
事務担当　　総務係長　　　　　　　　　　白坂　由香
　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　斜木　吉夫
　なお，本報告書の刊行にあたり，掲載内容の妥当性等
について下記の委員会を開催し，検討を行った。
　報告書作成指導委員会　令和 5年11月30日。
　　　　（持ち回り）　　　　　黒川調査課長他6名
　報告書作成検討委員会　令和5年11月 30日
　　　　　　　　　　　　　　中村所長ほか6名

第3節　整理作業の方法と報告書の構成
　高橋貝塚の再整理の報告書刊行は令和 6 年度を予定
し，対象となる高橋貝塚の資料は，河口貞徳宅の収蔵庫
に保管してあった状態を基本として受け入れ，水洗い等
を少しずつ進めながら今日に至っている。
　高橋貝塚の出土品は，令和 5 年 11 月現在で，平パン
ケース換算で約960箱存在し，令和6年度の報告書作成
のため本年度中に整理作業を進め，従来の報告書の掲載
数等考慮すると，本年度中に少しでも刊行できるものが
あれば刊行し，その分の頁数を来年度掲載用に確保する
必要があるが，写真資料についてはすでにデータ化され
ていることから，発掘調査記録写真集として先に刊行す
ることとした。
　再整理作業にあたり，まず出土品の種類ごと，つまり
土器類・石類・貝類・獣（魚）骨類等に分類した。さら
に土器，石器・石製品，獣骨・骨角器，貝・貝製品を各ト
レンチごとに分別している段階である。
　記録写真集については，高橋貝塚の発掘調査の概要を

高橋貝塚の発掘調査記録写真集の刊行に際して

第1節　高橋貝塚の位置と発掘調査等の経緯



第1図　高橋貝塚周辺地形図
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第2図　高橋貝塚　トレンチ配置図
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述べた後に，現況写真，遺物出土状況，検出遺構，発掘
調査状況，遺物写真の順で掲載することとする。
　今日までの高橋貝塚の評価や，出土遺物等の詳細につ
いては，来年度の報告書で詳述したい。

第 4節　発掘調査の概要
〈1 次調査〉
　昭和 37（1962）年 8 月 2 日（木） ~8 月 12 日（日）
　神社裏の貝塚はマウンド状となっており，その最高所
から東南測に A トレンチを 2×7mで設定し，最高所部
分にマウンドを南北に縦断する位置にB トレンチを2
×6mで設定した。A トレンチは東側 2×3mを I 区
とし，西側に 2×2mでⅡ」 区， Ⅲ区とした。B トレンチ
は南から 2×2 m で I 区～Ⅲ区とした。A トレンチの西
側Ⅲ区には貝層があり，貝層の東側の広がりが確認され
た。また I 区からはピット（今回の報告では土坑１とし
たい）が検出され，次年度の発掘調査時に完堀されてい
る。B トレンチは表土層の下に 50 ㎝前後の純貝層があ
り，本来の 2 層であった褐色土層がなくなったものと考
えられる。貝層下は本来の堆積と考えられる。貝層下は
層立が7層に細分されてはいるが，後にD トレンチの発

掘調査を経て，さらに河口の再検討でV層にまとめられ
ている（河口1988） が，層位の比較については今からの
整理で検討していきたいと考えている。A トレンチの層
位は，当時の土層断面実測図からはI 区・Ⅱ 区の2層は
撹乱層とされているが，貝層の上に乗っており， 2 次調
査の2 層に相当するであろうし，貝層の上の成層の可能
性が強い。3 層は貝層と同時期あるいは下層にあたる可
能性もある。このように 2 次調査を含めて，特にAトレ
ンチから D トレンチでは，層位的関係を検証する必要が
ある。
〈2 次調査〉
　昭和38（1963）年8 月15 日（木） ～8 月27 日（火）
　Aトレンチの北側にC トレンチを2×10m足らずで
I 区～Ⅴ区まで設定し， B トレンチの西側に直角に D ト
レンチを 2×8m で I 区～lV 区設定した。貝塚の南側の
神社のある台地上に，神殿の西側に東西方向にE トレン
チを 2×6m，南北方向にF トレンチを 2×6m，北側
の一段落ちた平坦地にG トレンチを東四方向に2×6
m，それぞれ設定した。
　C トレンチでは，lV区では貝層が一部観られるが，東
側ではみられない。 C トレンチでは円礫の集積が検出さ
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れた。純貝層の範囲は Dトレンチ側Ⅰ・Ⅱ区まで，Ⅲ区
は撹乱していたが，途中まで伸びていた。Dトレンチ純
貝層で厚いところで 60 ㎝を測る。 E トレンチの南側と
西側に遺構と考えられる落ち込みがあり，このため南側
に4×4 m でHトレンチを設定した。Eトレンチの西側
では円形状の溝状遺構とその中に硬化面，炉跡が検出さ
れ，溝状遺構を壁帯溝として住居跡の可能性が高い。G
トレンチに土坑 2 を検出した。
　出土遺物は鹿児島市立玉龍高等学校に運ばれ河口と
考古学部の生徒で整理作業が行われたものと判断され
る。いろんな制約のもとで進められたであろうが，セン
ターに搬入されたもの時には，遺物の半数は水洗がなさ
れていない状態であった。

〈参考文献〉
河口貞徳1963「鹿児島県高橋貝塚発掘概報」『九州考古
　学』18　九州考古学会　1-9 頁
河口貞徳1964 「南九州地方」『弥生式土器集成　本編1』
　小林行雄　杉原荘介編  日本考古学協会　25-29頁
河口貞徳 1965「鹿児島県高橋貝塚」『考古学集刊』第 3
　巻第 2号　東京考古学会 　73-109 頁
河口貞徳 1988「縄文から弥也への軟着陸の高橋貝塚」
　『鹿児島考古』第 34号　鹿児島県考古学会 43-59頁





高橋貝塚ー神社裏が貝塚部分

高橋貝塚のある丘が右側，左側は吹上砂丘

─ 5─

図版１



発掘調査当時の社殿

背後の削平地
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図版２



B トレンチ貝層

Aトレンチー貝層の
上にゴホウラ

《遺物出土状況》

Aトレンチ土坑
出土土製品
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図版３



AトレンチⅢ区２層
貝層出土甕形土器

AトレンチⅢ区４層
朝鮮式磨製石鏃

BトレンチⅠ区３層
ゴホウラ（背面加工）
と甕形土器
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図版４



B トレンチⅢ区３層
如意口緑に刻み

BトレンチⅠ区６層
（最下層）突帯文土器
（夜臼式）、特徴的な
台付鉢

BトレンチⅠ区６層
（最下層）　突帯文
土器（夜臼式）、指頭
圧痕
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図版５



CトレンチⅣ区２層
軽石製品

CトレンチⅣ区 2層
釣針出土状況

CトレンチⅥ区３層
鉄器出土状況
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図版６



CトレンチⅣ区３層
土器出土状況

CトレンチⅥ区４層
土器出土状況

CトレンチⅣ区４層
ゴホウラ貝輪待未製品
（腹面）
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図版７



CトレンチⅥ区５層
土器出土状況

CトレンチⅥ区６層
壺形土器

DトレンチⅣ区２層出土
石包丁
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図版８



DトレンチⅠ区２層
紡錘車出土状況

DトレンチⅢ区３層
壺形土器

DトレンチⅡ区３層
貝層下に，貝輪
（オオツタノハ）
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図版９



DトレンチⅢ区３層
高坏形土器出土状況

DトレンチⅡ区３層
軽石製出土状況

Eトレンチ１層
石剣
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図版10



F トレンチⅢ区１層
遺物出土状況

FトレンチⅢ区２層
土器出土状況

FトレンチⅠ区２層
ゴホウラ製品
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図版11



Aトレンチ土坑
右側は社殿

《遺構検出状況》

Aトレンチ土坑

Cトレンチ礫集中
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図版12



Gトレンチ土坑

Aトレンチ設定

《作業状況》

Bトレンチ設定
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図版13



Aトレンチ発掘調査状況（１）
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図版14



Aトレンチ発掘調査状況（２）
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図版15



B トレンチ発掘状況

BトレンチⅥ層発掘
調査状況

Gトレンチ発掘
調査状況
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図版16



E・Hトレンチ発掘調査風景

発掘調査参加者
前列　左から　河口貞徳，諏訪昭千代，池水寛治，盛園尚孝
後列　左から 2番目　上村俊雄，他　地元有志と高校生たち
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図版17



DトレンチⅡ区３層出土　彩色壺形土器（『考古学集刊』　第 23図）

Aトレンチ土坑Ⅰ床面出土土製品（『九州考古学』18　8頁第 13図）
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石鏃１～４・石槍８・尖頭器５・６・７（『九州考古学』18　７項　第９図　石器（一））

打製石斧１～３・６，打製刃器４（『九州考古学』18　７頁　第 10図　石器（二））
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磨製石器　片刃石斧４～８，方柱状片刃石斧４・７・９，石庖丁１・２，石鎌３
（『九州考古学』18　８頁　第 11図　石器（三））　

骨角貝製品，菅玉類（『九州考古学』18　９頁　第 14図　骨角貝製品（一））
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貝輪未製品，鹿角，牙製品（『九州考古学』18　９頁　第 15図　骨角貝製品（二））

石器集合写真（『考古学集刊』　第３巻第２号　第 18図の剥片石器だけを抽出か）
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骨角製品，貝輪

貝輪
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骨鏃類
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